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1  こどもの居場所とは何か



２ 「居場所づくり」の必要性と重要性

（内閣府「子供・若者の意識に関す調査」（2022年度）を基にした記述）
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３ こどもの居場所づくりに関する指針

【指針における学校の位置づけ①】
第２章 こどもの居場所づくりに関する基本的事項
３. こどもの居場所づくりとは

居場所には、こどもの居場所となることそのものを目的とするもの
と、別の目的で行われていたものの結果として、こどもの居場所とな
るものがある。
例えば学校は、教育を目的とする場であるが、結果として多くのこ

ども・若者にとっての居場所となっており、後者の典型である。この
ような、居場所づくりを目的としていないが、結果としてこどもの居
場所となっている場が存在する実態を踏まえると、教育、福祉、医療
などこども・若者と関わる幅広いおとなが、目の前のこども・若者の
居場所を担い得るという自覚を持つことが重要である。

「こどもの居場所づくりに関する指針」より抜粋



３ こどもの居場所づくりに関する指針

【指針における学校の位置づけ②】
第２章 こどもの居場所づくりに関する基本的事項
２. こどもの居場所の特徴
・多くのこどもにとって学校が居場所になっていること

一日の大半を過ごす場所として、学校は多くのこどもにとっての居場所となっている。
とりわけ資源の少ない地方部においては、居場所という観点では学校がこどもにとって
のセーフティネットとなっていることもある。不登校のこどもは、学習の機会だけでな
く、居場所としての学校の役割が損なわれている状態にある。こどもが学びたいと思っ
た時に学べる環境を整えるとともに、学校を多様なニーズや様々な背景のあるこどもを
含めみんなが安心して過ごせる場所にする必要がある。

３. 「ふやす」～多様なこどもの居場所がつくられる～
（２） 既存の地域資源を活かした居場所づくり

とりわけ学校は、第２章２．のこどもの居場所の特徴で述べたとおり、こどもにとっ
て 大切な居場所の一つとなっていることを踏まえ、これまでも生徒指導提要において、
安全・ 安心な居場所づくりのために、こども一人一人が、個性的な存在として尊重さ
れ、安全かつ安心して教育を受けられるように配慮することが不可欠であることを示し
ているほか、 いじめ、不登校対策としての居場所づくりなどの取組を進めてきたとこ
ろだが、学校をみんなが安心して学べる場所にする風土づくりや、家庭や地域との連
携・協働を通じて、放課後を含め、学校がより多くのこどもにとっての居場所となるこ
とが求められる。 「こどもの居場所づくりに関する指針」より抜粋



３ こどもの居場所づくりに関する指針

【指針における学校の位置づけ③】
４. 「つなぐ」～こどもが居場所につながる～
（２） 利用しやすい居場所づくり 

また、利用のきっかけは本人の意思だけではなく、保護者や友人、学校の教職員や地
域住民、相談支援専門員や自立相談支援機関の支援員など信頼できる者からのすすめが
利用しやすさにつながることもあり、こうしたつなぐ人や機関の役割が重要である。こ
のため、こども・若者を取り巻く関係者が、地域のこどもの居場所について把握してお
くことが必要である。

とりわけ学校は、地域コミュニティの拠点になっていることもあり、こどもを居場所
へとつなげる上で重要な役割を担っている。学校を地域に開かれたプラットフォームと
位置づけて、コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の活用やスクールソー
シャルワーカーが機能する体制づくりを進めるとともに、地域において支援に携わる人
材や民間団体等と一体となって、支援が必要なこどもを早期に把握し、支援につなげる
取組を推進する必要がある。

第４章 こどもの居場所づくりに関係する者の責務、役割 
学校は、教育機関としての役割のみならず、こどものセーフティネットになるなど居

場所としての役割も担っており、その認識を深めていくことが重要である。そうした認
識の下、学校・家庭・地域が連携・協働することにより、地域社会との様々な関わりを
通じてこどもが安心して活動できる居場所づくりを推進する。

「こどもの居場所づくりに関する指針」より抜粋



４ 居場所の具体例

こどもの居場所づくりに関する調査研究報告書（令和５年３月）より



４ 居場所の具体例



４ 居場所の具体例（ユニバーサル／ポピュレーションの居場所）

※児童館について
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4 居場所の具体例（ターゲット／ハイリスクの居場所）
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4 居場所の具体例（ターゲット／ハイリスクの居場所）



 

 

 

 

目次5 まとめ（本日、ここまでの間に、お話ししたこと）

１  こどもの居場所とは何か
⇒  こどもの居場所はこどもが決めるものであること

２  「居場所づくり」の必要性と重要性
⇒  居場所を持てていることや、居場所が複数あることは、自己肯定感や将来への希望など
  の自己認識の前向きさに関係し、こどもの成長にとって極めて重要であること

３  こどもの居場所づくりに関する指針
⇒  学校は多くのこどもにとって居場所であり、より多くのこどもの居場所であることが期
  待されていること、また、地域の居場所につながる場であることも期待されていること

  その際、安全安心な教育の場づくりのほか、家庭や地域と連携・協働を通じて、放課後
の学校施設活用を図ることや、コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の活用
やスクールソーシャルワーカーが機能する体制づくりも考えられること

４  居場所の具体例
⇒  ユニバーサル／ポピュレーションの居場所、ターゲット／ハイリスクの居場所など様々な
  展開がありえること
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※ こどもの居場所づくりに関する指針の内容について解説するこども家庭庁作成パンフレットより



「こどもまんなか」は、
誰かがはじっこ、ということではなく、

こどもと大人が、いっしょになって社会をつくっていこう、ということ

こどもは、共創のパートナー

こどもの声を聴き、

こどもの最善の利益を

考えていこう

こどものまわりの

おとなたちが

手をつないでいこう
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